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いいまち合金夢のまち

開側l

一喜一憂する展開lこ緊張感

今金町子ども会連合会主催の百人一首大会が1月

日目、総合体育館武道場で開催され、槍山大会出場

に向け一喜一憂する白熱した試合が家族の見守る中

繰り広げられました。

各チーム相当な練習を積み重ねてきたとみえ、最

後の一札まで勝負が決まらない互角の試合に緊張感

が漂っていました。

( 

( 



平成lJl年度 I 

決算総額105億2.568万円.

|【主な事業内容】 歳出(一般会計) 目 会計別決算状況

図面軍裏目 2，479万円

・曙線特改1種事業
A Z 計 名 歳出(前年対比) 歳入(前年対比)

・普通林道新調昨韓書量置計事業 ; 

. '1.018万円 ;

・公費造林促進事業 l 
・・1.751万円 l 

-造林事業 ー・・・・697万円 : 

・高美線測量設計事業 : 

'1.092万円 !

青木線用地測量設計事業 l
・・1.208万円 ; 

日進黄金線舗装新設事業 :

・'6.029万円 :

・日進黄金線道路改良事業 l 
1.764万円 ;

・・1，658万円

御影光台線特改4種事業

一1，449万円
.田代通線特改1種事業

.....・・・2，059万円

研修パス購入事業

・・・・・・ a・・・679万円

庁舎改修事業ー・897万円

.農村振興地理情報yステ

ムデタ整備事業

・・・田・・・1，747万円

・青木線凍雪害防止事業 :[]亘董璽重重囲
・・・2.090万円 1 国営it槽山右岸地区かんばい事業

・高美線特改1種事業 ; ・・・・・ ・・・2，058万円

・・3.461万円 ; ・国営今金東部地区畠地問尭事業

後志利別川河川緑地運動 1 ・・・・・・目・・・・・5，296万円

公園造成事業・・田1.899万円 l 
ピリ力遺跡遺|自主件槙型製作事業 《道営事業負担金))I 

2.415万円 l ・幾代地区農免農道整備事業

特

般 % 計

別 d耳~ E十

国 保 事 業

介護老人保健事業

介 護 保 険

介護老人保健施設

収益的収入支出

資本的収入・支出

国保施設(病院)

収益的収入支出

資本酌収入主出

簡易水道事業

公共下水道事業

56億8，406万円 57億212万円
ム9.5% ム9.6%

48億4，162万円 48億5，766万円
4.3% 3.7% 

8億2，097万円 B億4，454万円
1.8% 4.5% 

9億8.481万円 9i童8，481万円
12.3% 12.3% 

5億6，905万円 5億8，377万円
7.5% 8.5% 

3億7，722万円 3億6，271万円
ム1.1% ム2.7%
3憧6.187万円 3億6，232万円
1， 535万円 39万円

7億8，975万円 7億6，316万円
ム20.9% ム22.7%
7憶5，582万円 7憶6，316万円
3， 393万円 。万円

Hi曹5，889万円 1億6，677万円
ム6.7% ム9.0%

11億4，093万円 11億5，190万円
26.1% 23.2% 

・ピリ力遺跡遺構露出保護 目・・・目'・・・・・3，465万円

展示施設新設事業 ! 利別地区地域交流促進農
一'2，058万円 1道整備事業・..'2， 473万円

・農村振興地理情報システ ; ・豊金地区農道特別対策事業

主主 4 ロ 5十
105億2，568万円 105億5，598万円
ム3.6% ム3.9%

ムデ タ整備事業 ...... ... ・・1，744万円

目・・・952万円 ; 今金南地区中山間総合整情事業
建物 84，871m 車両 57台

雪寒機械購入事業 1 ・・・ ・・・・3，173万円

1，948万円 ; ー田代地直担い手育成基盤整惜事業

I ((!I!J!k重重訂
.防雪柵設置取外し事業

... '4，209万円

.町道防じん処理事業

ー...709万円
青木高台線特改1種事業

一...."1，162万円
: ・今金北地区中山間総合整情事業

1 ・・・・・・・・・・993万円

-トマンケシ2号線橋りょ
う整備事業・・・ 2，500万円

積立金(基金及び資金) I1 |借入金(町債の借入状況)

| 固一一国 1国 町曲 | 主&&?i"""IE:lfij 届邑一一ー 唾届面面

|各会計調整基金 | 

卜財政調整義金(一般会計.
卜国保事業財政調整基金

ト簡水財政調整基金 |圃
各会計調整基金 4憶llImI万円
-財政調整義金( 般会計) m~万円
-国保事業財政調整基金 4， 050万円
-簡水財政調整基金 6， 090万円

土地開発基金 iIi童~万円

国鉄瀬棚線代替輸送確保基金 !II意lII!nI万円

減償基金 5億~万円

ふるさと創生基金 2億aJ万円

文化セン安 基金 8億llEI'J万円

地域福祉基金 1億4.933万円

..，主士 " 金 1億-万円

置置璽置E司7凪r~ヨ・・・・・・・・・・・・
圃霊霊園

cv 

【一般会計] liIlI億llIlm万円

[特別会計] [!f;J億8.720万円
-国保施設(病院) 5億~万円
老人保健施設 5億!IEI!I万円
簡易水道 7億lImI万円
-公共下水道 1111億l!D!Il万円

d白" 百十 Ilfl億~万円

[ 般会計]
平成IJI年度は4億5，188万円を借り入れ B億
~万円償還したため、昨年より 2億4， 219 
万円借入残高が減っています。

[特別会計]
iii事雌覇軍動週間誼回給量罵珂ヨ町盟主週四回軍国

r鰭結
町民一人当たりの
町税負担額は

73. 7 9 6円
・町民税(個人)・・25，475円

.固定資産税・・・・38，553円

.軽自動車税・・・・・1.312円

.町だばこ税・・・・・7，938円

. 入湯税・・・・・・・・・・・518円

町民i人あたりの算定

額は平成14年3月31日

現在で算定。

人口 6.868人

c. • 

• • 

E翌-t2と13. jj1. ;算と構成状況-
科 目 平成13年度

総 務 費 10億4，498万円

公 償 費 8億8，672万円

民 生 費 8億44万円

事主 育 費 6億8，176万円

土 木 費 6億6，223万円

農林水産業費 6億4，883万円

衛 生 費 5i意5，210万円

，肖 防 費 2億161万円

商 工 費 1億1，649万円

議 A E 費 7， 909万円

労 働 費 981万円

災害復旧費 日万円

A 口 計 56億8，406万円

平成12年度

12億3.424万円

8億9，284万円

8億438万円

6億4.804万円

9億7，382万円

5億8，711万円

5億8，455万円

2億2.285万円

1億4，708万円

前年比較

増減額 増減率

ム1億8，926万円 ム15，3%

6612万円 ムO.7% 

ム394万円 ムO.5% 

3，372万円 5. 2% 

63億1，159万円 ム32.0%

6， 172万円 10.5% 

ム3，245万円 ム5.6% 

ム2，124万円 ム9.5% 

ム3，059万円 ム20.8詰

B，034万円| ム125万円|ム1印

刷万円| 町円 9.1%

g，609万円! ム9.6ω万円| 皆減

62億8.033万円lム5億9，627万円|ム9.5% 

lニ盤主註RtD画証週描臨語障幽誼櫨掴
科 目 平成13年度 平成12年度

前年比較

増減額 増減率

地方交付税 32億1，067万円 34億5.527万円 ム2億4，460万円 ム7.1%

町 税 5億6，360万円 5億8.937万円 ム2，577万円 ム4.4%

町 {責 4億5，188万円 4億3.222万円 1，966万円 4. 5% 

i者 収 入 31意4.786万円 創意712万円 ム2億5，926万円 ム42.7% 

国庫支出金 2億8.761万円 31意222万円 ム1.461万円 ム4.8% 

道支出金 2億6，265万円 2億3.672万円 2. 593万円 11.0% 

世間料Eび手数料 II意2，371万円 1億2，190万円 181万円 1. 5% 

地方譲与税 1億1.982万円 1億1.932万円 50万円 0.4% 

分担金Eび負担金 9.464万円 8. 578万円 886万円 10.3% 

地方消費税交付金 6. 606万円 6， 868万円 ム262万円 ム3.8%

そ の 他 1億7.362万円 2億8，993万円 ム1億1.631万円 ム40.1%

d口h 計 57億212万円 63億853万円 ム6億641万円 ム9.6%

総務費について、対前年比15.3%減少し

ている主な要因としては、将来に向けた

起債償還のための減債基金積立、国鉄瀬

棚線代替パス車両更新があげられます。

土木費について、対前年比32，0%減少し

ている主な要因としては、南通線の受託

事業が終了したことがあげられます。

商工費 について、対前年比20.3%減少し

ている主な要因としては、平成12年度に

行ったクアプラザピリカの施設改修が

完了したためです。

-e詰高官有司自白・
農林水産業費(11.4%) 

衛生費(9.7%)
(3. 5%) 

商工費(20%) 

労働費(1.4%) 

議会費 (0.2%) 

教育費(12.0%) 

日目)

諸収入について、 対前年比42.7%減少し

ている主な要因としては、南通線の受託

事業が完了したこたがあげられます。

その他 について、対前年比40.1%減少し

ている主な要因としては、財産収入の不

動産売り払い

圃綜事r...~n.，，11i.~;i・

国庫支出金(5.0%) 
道支出金(4.6%)

僅用料及び手数料(2.2%) 

地方譲与税(2.1 %) 

骨担金及び負担金(1.7%) 
地方消費説交付金(1.2%) 

その他(30%) 

3%) 

(6. 1 %) 
町債(7.9%) 

(]) 



木
札
飛
び
交
う
大
熱
戦
/
-

歳
末
の
犯
罪
や
事
故
を
未
然

に
防
ご
う
と
ロ
月
間
目
、
今
金
町

防
犯
協
会
が
各
関
係
団
体
に
呼

び
か
け
街
頭
啓
発
を
行
い
ま
し

た。
啓
発
に
は
、

日
団
体
約
初
人
が

参
加
。

A

コ
l
プ
・
テ

l
オ

l
今

金
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
プ
ラ
ザ
前
で
、

防
犯
用
パ
ン
レ
ッ
ト
等
を
買
い

物
客
に
手
渡
し
防
犯
に
対
す
る

意
識
向
上
を
促
し
ま
し
た
。
ま

た
、
各
商
屈
に
も
出
向
き
歳
末
に

か
け
て
の
防
犯
を
呼
び
か
け
ま

し
た
。

歳末の特別防犯街頭

合金町防犯協会

参
加
団
体
は
次
の
と
お
り

今
金
町
、
北
槍
山
警
祭
署
、
更
生

保
護
婦
人
会
、
女
性
団
体
連
絡
協

議
会
、
覚
醒
剤
乱
用
防
止
推
進
委

員
、
地
域
安
全
活
動
推
進
委
員
、

保
護
司
会
今
金
支
部
、
今
金
連
合

町
内
会
、
今
金
町
自
治
会
連
合
会

(
生
活
安

全
部
会
)
、

北
槍
山
警

察
署
少
年

補
導
委
員
、

警
友
会
。

• • 
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0
 

・
天

沼

幹

太

(
2
年
)

V
準
優
勝
今
金
A
チ
l
ム

・
山

崎

森

(3
年
)

・
須

田

結

衣

(
3
年
)

・
大

平

将

人

(
3
年
)

・
小
学
生
の
部

(
4
年
生

i
B年
生
)

参
加
日
チ
ー
ム

V
優

勝

種

川

A
チ
l
ム

・
安
達
咲
輝

(6
年
)

・

竹

内

一
亨一

(5
年
)

・
内
ケ
島
詩
織

(
5
年
)

V
準
優
勝
今
金
A
チ
ー
ム

・
織
田
華
菜
子

(6
年
)

・
木
戸
士
山
穂

(
6
年
)

・
氷

上

美

咲

(6
年
)

.
中
学
生
の
部

参
加
2
チ
ー
ム

V
優

勝

A

チ
l
ム

・
土
橋
龍
二

(
2
年
)

・
二
一
島
健
太

(
1
年
)

・
西
川
美
香
梨

(1
年
)

V
準
優
勝
目
チ
ー
ム

・
和

田

拓

海

(1
年
)

・
西

野

円

佳

(
1
年
)

・
西
野
武
文

(
3
年
)

ま
た
、
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
の
優

勝
・
準
優
勝
チ

l
ム
と
小
学
生
の

今
金
町
こ
ど
も
会
連
合
会
が
主

催
す
る
第
ロ
回
百
人

一
首
大
会
が

1
月
日
目
、
総
合
体
育
館
武
道
場

に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
大
会
に
は
、
各
地
域
か
ら

η

名
の
小
・
中
学
生
が
参
加
し
、
仲

間
の
応
援
を
受
け
な
が
ら
木
札
を

飛
ば
し
合
う
熱
戦
を
展
開
し
ま
し

た。
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
0

・
ジ
ュ
ニ
ア
の
部

(1
年
生
j
3
年
生
)

参
加
7
チ
ー
ム

V
優

勝

神

丘

A
チ
l
ム

・
須

田

佳

輝

(
3
年
)

・
西
野

志

保

(
2
年
)

・
三
上

嵩
笠

(1
年
)

町
道
の
除
雪
業
務
に
あ
た

る
役
場
建
設
課
と
除
雪
委
託

業
者
の
従
事
者
が
、
無
事
故

で
除
雪
業
務
を
遂
行
し
よ
う

I
l
l
1
と
ロ
月
間
目
、
役
場
に
集
ま

り
除
雪
業
務
安
全
大
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

大
会
に
参
加
し
た
北
槍
山

蕃
察
署
今
金
交
番
の
遠
藤
保

雄
所
長
が
安
全
運
転
に
対
し

注
意
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

ま
た
、
除
雪
従
事
者
を
代
表

し
役
場
建
設
課
の
石
川
運
転

技
術
員
が
無
事
故
作
業
の
宣

言
を
し
ま
し
た
。

除
雪
作
業
車
に
は
絶
対
に

近
づ
か
な
い
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

|間作業を宣言!
除雪業務安全大会

企緊迫ムードの決勝戦!

1 • • 
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
豊
寿
園
(
園
長
・
吉

田
諭
)
で
は
、
平
成
凶

年
度
中
央
競
馬
馬
主
社

会
福
祉
財
団
、
並
び
に
社

団
法
人
函
館
馬
主
協
会

か
ら

2
0
0
万
円
の
助

成
を
受
け
、
リ
フ
ト
付
ワ

ゴ
ン
車
を
購
入
し
ま
し

た。
図
で
は
、
「
利
用
者
の

利
便
性
が
一
層
図
ら
れ
、

安
心
し
て
快
適
な
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
事
業
に
協

力
を
賜
っ
た
関
係
各
位

に
感
謝
し
た
い
。
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

利用者の利便性ガ向上

リフト付ワゴン車を購入

企1月8日に納車されたり7ト付ワコン車。

排貫量3αXJCC，購入総額は3，569，α:XJ円(うち助成金2，000. 000円)

ぐP

部
の
上
位
4
チ
l
ム
、
中
学
生
の

部
の

2
チ
l
ム
が
総
合
体
育
館
ア

リ
ー
ナ
に
お
い
て
、
1
月
ゆ
日
に

開
催
さ
れ
た
檎
山
子
連
子
ど
も
か

る
た
大
会
に
今
金
町
代
表
と
し
て

出
場
し
、
槍
山
管
内
各
町
か
ら
出

場
し
た
チ

l
ム
を
相
手
に
堂
々
と

し
た
戦
い
ぶ
り
を
み
せ
て
い
ま
し

た。

企アリーナで行われた槍山大会。
槍山の頂点が決まる 1

りを披露

毎
年
恒

例
と
な
っ

て
い
る
出

初
式
が
1

月
6
日
に

行
わ
れ
、

今
金
消
防

団
に
よ
る

町

内

パ

レ
ー
ド
や
、

線
保
存
会

に
よ
る
纏

振
り
が
消

防
庁
舎
前

で
披
露
さ

れ
ま
し
た
。

纏
保
存
会
で
は
こ
の
日
に
備
え
、

役
場
駐
車
場
を
利
用
し
仕
事
を
終

え
た
夜
間
に
練
習
を
積
み
重
ね
て

き
ま
し
た
。

総
振
り
が
町
内
で
最
初
に
披
露

さ
れ
た
の
は
昭
和
町
年
の
出
初
式
。

弘
前
市
か
ら
指
導
者
を
招
き
披
露

し
た
の
が
最
初
で
す
。
翌
年
の
昭

和
問
年

4
月
1
日
に
保
存
会
が
発

足
し
、
今
年
で
初
年
目
を
迎
え
ま
し

た。
纏
は
江
戸
時
代
以
降
、
火
消
し
が

各
組
の
襟
と
し
て
用
い
た
馬
標
(
う

ま
じ
る
し
)
の
こ
と
で
、
馬
標
と
は
、

戦
陣
で
、
大
将
の
馬
側
に
立
て
て
そ

の
所
在
を
示
す
目
標
と
し
た
も
の

で
す
。

@ 



l圏直]圃 E圃圏直mIElEI

宅うすぐ
平成 14年分

農業所得
|確定申告相談日のご案内|

こ
の

4
月
に
入
学
予
定
の
就
学
児

童
を
学
校
毎
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

入
学
式
ま
で
、
あ
と

2
カ
月
足
ら

ず
と
な
り
ま
し
た
。
就
学
児
童
も
保

護
者
と

一
緒
に
今
か
今
か
と
待
ち
望

ん
で
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
重
そ

う
に
ラ
ン
ド
セ
ル
を
背
負
い
、
小
学

校
に
通
う
ピ
ッ
カ
ピ
ッ
カ
の

1
年
生

の
姿
、
が
日
に
浮
ん
で
き
ま
す
。

今
年
は
、
昨
年
よ
り

3
人
多
い
将

人
の
就
学
児
童
が
入
学
す
る
予
定
と

な
っ
て
い
ま
す
。

就
学
児
童
名
(
保
護
者
名
)

《
美
利
河
小
学
校
》

1
名

-

康

回

航

(

順

一
)

《
花
石
小
学
校
》

2
名

-
篠
木
真
都
香
(
祐
一

一)

・

菊

地

幸

美

(

春

美

)

《
種
川
小
学
校
》

3
名

・
鎌
田
千
年
星
(
恵
美
)

・
長
崎
詩
乃
(
智
奈
美
)

・

佐

々

木

恵

理

(

浩

)

《
今
金
小
学
校
》
幻
名

-

小

泉

健

也

(

英

也

)

・

古

谷

飛

朔

(

登

)

・
久
保
田
大
賀
(
誠
一
一
)

・
下
山
美
優
(
佳
津
美
)

・
螺
良
詩
穂
(
弘
士
山
)

・
西

自主
輝
(
政
明
)

・

松

香

津

稀

(

英

明

)

・

中

瑞

稀

(

裕

治

)

・

由

未

季

(

和

正

)

峻真和真諒

亀川岸横中 小 木古費佐木越安牧森塩垣谷佐
々

谷上本川島林島谷藤木下中清野川崎本崎藤

日洋太鈴

奈
(
ゆ
き
子
)

二

浩

司

)

樹
(
幸
治
)

奈
(
弘
明
)

伍

(

等

)

正
(
勝
彦
)

実

(

保

)

悟
(
孝
司
)

諒
(
理
江
)

也
(
裕
市
)

陸

(

敬

)

朔
(
哲
男
)

琴
(
雅
子
)

葵
(
洋
伸
)

平
(
公
次
)

優
(
直
広
)

樹
(
さ
お
り
)

帆

(

徹

)

太
(
知
道
)

査穂好真智真虹

浅道 吉

' . 

• 

• 

• 

一般確定申告相談日程表

月 日 農 事 組 4E2ヨh 名

2月12日 午前下稲穂、上種川、
(水) 午後・八束宮の下、上鈴金、下豊田、下トマンケシ

2月13日 午前 金文、春日井、神丘共和、イマヌエル
(木) 午後四代、御影、上田代

2月14日 午前花石、八鈴
(金) 午後上稲穂、種川宮前、神丘中央

2月17日 午前寒昇、金原旭、八束栄、神丘新興
(月) 午後.鈴岡第一、鈴岡第二、上金原、八東初回

2月18日 午前。金原宮前、 日進 .Hンケン、金原昭和、神丘中台
(火) 午後中里、豊受

2月19日 午前.上豊田、 中豊田
(水) 午後住吉、八束更正

2月20日 午前 白石、中トマンケシ
(木) 午後光台、金原中央、鈴金、八東南原

2月21日
農業申告予備日

(金)

貴一般所得申告相談日
.期 間 2 月 24 日(月)~ 3月17日(月)
.受付時間午前9時~午前11時30分まで

午後1時~午後4時まで
(※お身体の不自由な方については、 l階税務課にご相談下さ
い。)
。農業所得・ 一般確定申告相談会場
役場2階中会議室(土・日・祝日を除く)

[障害者控除対象者認定通知書」発効いたします|

-高齢者本人及び高齢者を l明書として、申告を行うこ

扶養している方で、その高 !とができます。

齢者が知的障害者及び身体 l ・申請及び問い合わせにつ

障害者に準ずると認められ ;いては、今金町総合福祉施

た場合、所得控除額の範囲 ;設としべつ内「保健福祉課介

が広がりました。 ;護福祉係

-上記期間の農業所得・一('5'2 -2780) 

般確定申告の所得控除の証 !

• 
農業所得申告相談日

次の日程で、税務署の職員が計算方法や申告

書の書き方などの相談に応じます。最寄りの会

場にお気軽においでください。

土曜日 ・日曜日及び祝日は、税務署は閉庁し

ておりますが、申告書等を提出される方のため

に「時間外収受ポストj を設置しています。

・今金町

・日時 2月27日同 午前10時~午後4時まで

・会場 役場3階大会議室

・北槍山町

・日時 2月26日休) 午前10時~午後4時まで

・会場 北檎山消防署2階会議室

・瀬棚町

・日時 2月25日(刈 午前10時~午後4時まで

・会場 役場2階会議室

・八雲税務署

・日時 2 月 1 7 日 (月 )~3 月 17 日 (月)

午前9時~午後5時まで

※土曜日・日曜日 ・祝日を除く

※正午から午後 1時までは昼休みとなっていま

す。

【申告相談にお持ちしていただくもの】

1 事業所得の計算書または収入(売上)金額、

必要経費(仕入その他の経費)のわかるもの

2 確定申告書用紙〈用紙の無い方は税務署及
び各町役場に用意しております)

3 源泉徴収票

4 生命保険料 ・損害保険料の支払証明書

5 国民健康保険・国民年金の支払額の分かる
書類

6 その他各種控除に必要な書類

7 印鑑

※土曜日・日曜日・祝日を除く

※正午から午後 1時までは昼休みとなっていま

す。

;dグe?:告書は自分で書いてi
I ../伝~ お早めに i 

E 平成14年度の所得税(住民税及び個人事業税)
Eの確定申告¢受付が2月17日(月)から始まりま
Eす。
E 申告書にこ記入いただいた文字や数字は、コン
言ビューターが直接読み取りますので、「確定申告

2の手号き」を参考に丁寧にご記入いただくようご
Z協力をお願いします。
i Eドた 税務署の申告相談会場にお越しの際にt
Zは 印鑑前年の確定申告書等の「控」、使い慣れE
iた「計算器具Jや「筆記具」をご持参ください。 E 
Z 詳しくは，l¥雲税務署('5'01376-3-2148)にお問11
3い合わせください。 I

a 

-

狭

間

奈

(

裕

)

・

多

国

平

(

伸

治

)

・

相

川

紅

白

石

男

)

・

下

回

屋

徹

(

守

)

・

一

戸

室

維

(

孝

俊

)

・

原

紺

恵

伍

(

克

彦

)

・
本
田
み
こ
と
(
英
嗣
)

・

林

弥

玖

(

晃

二

・

林

弥

優

(

晃

二

《
八
束
小
学
校
》

2
名

・

惣

蔵

有

未

(

浩

光

)

・

惣

臓

考

史

(

浩

光

)

《
金
原
小
学
校
》
1
名

-

飯

田

涼

太

(

卓

次

)

《
神
丘
小
学
校
》

2
名

・

西

野

誠

司

(

恒

幸

)

・

古

川

利

也

(

利

幸

)

小{有瑠

合
計
川
崎
名

.回目;:;{fUml岡崎沼恒mま滑E理主~;r回靖司臥官官主主主証明~司~-.

によりご案内いたします。)

。期間

2 月 17 日 (月 )~4 月 1 5 日例

(土・日・祝日を除く)

。受付期間

午前9時~午後4時まで

。場所

役場l階税務課

国保税納税義務者のかたに

ついては、住民税の申告義務

ないと恩われるかたでも、国

保税課税(特に軽減判定)のた

め、所得を把握する必要があ

りますので、下記の日程等に

より、申告くださるようお願

いいたします。(対象者と思

われるかたには、 jjlJ途葉書等

(J) 



[今金町奨学資金の貸付希望者ヘl
平成15年4月から修学される学生で、奨学資金を

希望される方は、 平成15年 3月14日悩まで教育委員

会にお申し込みください。

0貸付対象者
今金町に居住する者の子弟で次の条件を備えてい

ること。

1 高校及び大学に在学文は進学を希望する者。

2 学資を支払う ことが困難と認められる者。
3 身体健康、学業成級優秀、性行善良である者。

O貸付額
A 高校、専修学校高等課程、高等専門学校第3

学年以下 1人月額 10.000円以内

B 専修学校専門課程、高等専門学校第4学年以

上 1人月額 1 5. 000円以内

C 短期大学 1人月額 18，000円以内
D 大 学 i人月額 20，000円以内

E 大学院 1人月額 25，000円以内

O償還
卒業後6カ月据え置き、
す。

※詳しくは教育委員会管理課に問い合わせ下さい。

'B'2-3488 

10年以内の年賦償還で

なぜ、国民年金に加入し、保険料を納め Fも
なくてはいけないのですかっ 10ft...ゐ当

園民年金[草、現役世代が高齢世代を支え 伊も

る世代間扶養のし〈みになっています. s.骨)J

つまり、現在働いている皆さんが納めた保険酒量ぜ

料で、高齢世代の人たちの年金を支えているわけです。

また、皆さんが将来受け取る年金も、そのときの現役世

代の人たちが納める保験料で1I白われることになります。

したがって、保険料を納めない人がいると、その分ほか

の人たちの負担が大きくなることになり、社会全体に迷

惑をかけることになります。

また、国民年金からは、老後の保障だけでなく、病気や

けがなどで障害が残ったときには隙害基礎年金が、一家

の働き手が亡くなったときには泣放基礎年金が、それぞ

れ支給されます。

保険料を納めていないと、これらの年金を受け取れな

い場合もあり、他人に迷惑をかけるだけでなく、自分自身

も不利識をこうむることになりかねません。

《町民銀年金係》

年金質問コーナー

EE 

• • 

南
栄
町
に
住
む
米
国
梅
子
さ
ん

は、

2
年
半
前
か
ら
子
ど
も
た
ち

に
火
、
木
、
土
の
週
3
回
お
茶
を

教
え
て
い
ま
す
。

新
年
に
初
め
て
お
茶
を
点
て
る

初
釜
が
1
月
は
目
、
米
田
さ
ん
の

自
宅
で
行
わ
れ
、
小
学
生
7
人、

中
学
生
4
人
の
計
日
人
が
集
ま
り

新
春
を
祝
い
ま

し
た
。初

釜

に

集

ま

っ
た
子
ど
も

た
ち
は
、
正
座
を
し
背
筋
を
伸
ば

し
緊
張
し
た
面
も
ち
で
し
た
が
、

茶
室
を
出
る
と
さ
つ
き
ま
で
の
緊

張
感
は
何
処
へ
や
ら
。
に
ぎ
や
か

に
会
話
を
す
る
普
段
の
子
ど
も
た

ち
に
戻
る
。
緊
張
感
か
ら
開
放
さ

れ
た
子
ど
も
た
ち
は
「着
物
が
苦

し
か

っ
た
。
楽
し
か

っ
た
」
と
話

私
案
め
怠
稽
昔
、

怠
い
?
方
針

E
き
る
写
い
い

[¥ 
縫い冬も体の芯から暖まる温泉は忠市です
ね。むと体をいやし リフレッシュしてみま
せんか.
.日相り入浴料/ー大人360内・大人(中学生)
310円・中人150円・小人(6歳未曲}無料
.宿泊料/大人5.050円大人(中学生)
5.800円・中人5.380円小人4，850円
※II月 1日-4月30日田間は、別途暖房料と
して310円が加算されます.
.問い合わせ先/八怒閤T商工観光労政課
包01376-2-2111内相3112
.予約/町営iliUi!おぽこ11 UOI376-3-3123 

NO.58 

町
~静jtな山峡の湯宿~
町童書温泉おぼこ遊

雲八
日本海の荒i倒こ

もま机て育コた美l悲しいカキ

ID'~t1成産 カキ』

カキフライ、カキ酢.カキ鍋 栄盤湘
点ぷっくり太った北楠山町新成産力キを
ごn味ください.
.価絡/Ikg(約B個)500円消費税込み)
※地方発送もいたします.(3月上旬か
ら)

.問い合わせ先/ひやま漁協瀬棚支所太
地出張所(7i01378-6-0310)、葛西勉(7i
01378-6-0233) 木村消敏さん(7i01378-
6-0155) 

過 コリドー版締約トワ吋報

~諮法 瀬棚町

パバ([L今j仕雪仕仕腿印……込勘叫み掛蔵生引1翻削由捌q町附曹趨純耳求主溜『同吟干判峨燭』

今年の新米(7イガモ底法により栽培)で
醜造した瀬棚町特産純米酒「時子物m踏fJカが守好
J評平げヲ発E先中です.今年から仕込み肢が数々 の
鑑評舎で受賞している福品県r!島町松酒造J
に変わり新たに生まれ変わった「時子物館j
をぜひご世峠ください.時干物問は町内の
各酒販応で購入することができます.ま
た 地方先進も承りますので、お土産やご
賄事にもぜひご利用額います.
・販売価格/1.8 e入 2.500円、 720me入
1.350円
.問い合わせ先/瀬棚町酒販庖組合(11'務
局商工会)包01378-7-3435

北槍山町

し
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
の
目
、
お

点
前
を
務
め
浪
茶
を
点
て
た
佐
藤

剛
く
ん
(
小
学

6
年
生
)
は
、
「
緊

張
し
た
」
と
ま
だ
緊
張
党
め
や
ら

ぬ
様
子
で
し
た
。

米
国
さ
ん
が
子
ど
も
た
ち
に
お

茶
を
教
え
よ
う
と
思
っ
た
の
は
、

「
お
茶
の
い
た
だ
き
か
た
、
お
点

前
の
順
序
を
教
え
る
だ
け
で
な

く
、
あ
い
さ
つ
の
し
か
た
、

一
服

の
お
茶
を
い
た
だ
く
た
め
に
初
分

か
ら

ω分
集
中
し
静
か
に
座
っ
て

い
ら
れ
る
こ
と
。
お
稽
古
を
し
て

い
る
う
ち
に
自
然
に
馴
染
ん
で
ほ

し
い
と
思

っ
た
か
ら
。
」
と
話
す
。

ま
た
、
「
お
茶
の
お
稽
古
は
難
し

い
、
堅
苦
し
い
と
思
わ
れ
な
い
よ

う
に
美
味
し
い
お
菓
子
、
お
茶
が

あ
り
楽
し
い
と
思
っ
て
い
た
だ
け

れ
ば
、
そ
し
て
自
然
に
『
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
』
と
ご
あ
い
さ

つ
が
で
き
た
ら
熔
し
い
」
と
子
ど

も
た
ち
へ
の
思
い
を
語
っ
て
く
れ

ま
し
た
。

お
絡
古
は
週

3
回
、
火
・
木

・土
曜
日
に
自
宅
で
行
わ
れ
、
小

学
生
8
人、

中
学
生
4
人
が
休
ま

ず
通
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

お
茶
の
お
稽
古
を
通
じ
、
普
段

の
生
活
の
中
で
あ
た
り
ま
え
と

思
っ
て
い
る
些
細
な
こ
と
に
も

「
あ
り
が
と
う
」
と
感
謝
を
忘
れ
な

い
子
ど
も
た
ち
に
な
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

• • 
大成町

『国民温泉保護センター』
白百日

お
噌

町
一一一摺

石
間
順
zh
』
晶閣の

熊
即
興

長万部町

をのを夜 成 1211員ゆ倉は | をス長今 日 函りる
積四描空し月月がき優 、制 今しタ .金にが P第吋今

主z2J:f Z 24i fEiT同f4界刊誌321許
ね通絵舞たに作生のん同携こ宍持育校にしス今世主観
戸じのい。原業。 3 、さわの 参未差 携、タ 金が光
引た 上降原画を l咋人山 Lつポ し)盟わ 1 1雪主協
主恩にり画が始年で崎 、たス 報に買っ 月 のま催会
えい 、るは完 めの全み大のタ 告ポ部た 211京つす吾
出子雪

z E 第20回雪まつりポスター完成 長

制作lこぎ主主中学校美術部の3人
~スキーシーズン到来~
S潟産e~営スキーi場

|ノ

広大な貝取澗渓谷の保養温泉地に

位置する身も心もあったかになる温

泉。お風呂から眺められる四季折々

の景色、周辺には遊歩道や公園もあ

り、大成町の大自然を満喫できます。

.場所/大成町字貝取制

.入浴料/大人J30円

鉄分を多〈吉んだ茶褐色の湯はiIJi!泉そ
のまま.大浴湖、せせらぎを望む露天風
呂はミネラルが豊富で湯治に最適です.
f北の貴材こだわりの宿 ・旅館門大賞」
を畳けた「アワビ和風ピザjは予約で召し
上がれます.

.宿泊/7.800円~

.入浴料/大ノ、400円 小人220f9

長万部町宮スキ場では無料リフト
を次のとおり運行しています.
家族みんなでスキー.ソリ、スノーボー
ドを楽しんでください。
・リフト運行時間
火~金雌日午後6時-9時¥J， 土日附日祝日輸…蛸※月同日日は、運休しますので、ご7if<く
ださい.
l・1昔lい合わせ先/生涯学習際体育文化
係官01377-2・2748

部
長
の
田
村
さ
ん
は
「
四
季
の

思
い
出
の
様
子
を
写
真
が
積

み
重
な
る
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ

に
し
た
か
っ
た
。
写
真
の
配

置
を
決
め
る
の
に
、
な
か
な

か
思
い
通
り
に
な
ら
ず
苦
労

し
た
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し

た。
美
術
部
で
は
、
第
同
回
の

ポ
ス
タ
ー
か
ら
台
紙
と
な
る

絵
の
上
に
、
パ
ネ
ル
版
を

貼
っ
た
絵
を
重
ね
る
こ
と
に

よ
っ
て
生
じ
る
影
で
遠
近
感

を
表
現
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

ス
パ
ッ
タ
リ
ン
グ
(
歯
ブ
ラ
シ

な
ど
に
絵
の
具
を
付
け
、
網

の
上
か
ら
散
ら
す
)
と
い
う
技

法
を
取
り
入
れ
、
筆
で
は
表

現
で
き
な
い
細
か
い
部
分
を

表
現
し
て
い
ま
す
。
雪
ま
つ
り

を
盛
り
上
げ
る
た
め
の
ポ
ス
タ

ー
作
成
に
は
、

生
徒
の
絵
が
欠

か
せ
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま

す。
ポ
ス
タ
ー
は

5
0
0
枚

印
刷
さ
れ
、
渡
島
支
庁
、

槍
山
支
庁
を
は
じ
め
渡
島

.
姶
山
管
内
の
各
公
共
施

設、

町
内
の
各
公
共
施
設

や
公
共
機
関
、
協
賛
し
て

い
る
商
庖
な
ど
に
貼
ら
れ

て
い
ま
す
。

小人l∞円

w 
，1-お問い合せ先/
見市温泉 包01398-2-2002

Cむ



(古
一

周
⑮
省

-E国宣&iit.Hi・

臨
時
職
員
を
募
集

町
で
は

4
月
か
ら
勤
務
す
る
臨

時
職
員
を
次
の
と
お
り
募
集
い
た

し
ま
す
。

希
望
者
は
、
履
歴
書
を

2
月

η

白
川
ま
で
に
提
出
願
い
ま
す
。

-
募
集
内
容

マ
臨
時
事
務
員

/
数
名
(
満
同

歳
以
上
)

-
問
い
合
わ
せ
先

マ
役
場
総
務
課
総
務
係

官

2

O

I

l
-

臨
時
保
育
士
を
募
集

町
で
は
4
月
か
ら
、
へ
き
地
保

育
所
に
勤
務
す
る
臨
時
保
育
士
し

を
次
の
と
お
り
募
集
い
た
し
ま

す。

希
望
者
は
、
履
歴
書
を

2
月
同

日
例
ま
で
に
提
出
願
い
ま
す
。

-
臨
時
保
育
士
/

3
名
(
目立
歳
未

品
柄
)
-
勤
務
先
/
神
丘
・
鈴
金
・
種
川
へ

き
地
保
育
所

-
そ
の
他
/
自
家
用
車
等
で
通
勤

可
能
な
方

-
問
い
合
わ
せ
先
/
役
場
町
民
課

町
民
係

。
2

O

I
l
l

ハロ
l
ワ
l
ク
か
ら
の

お
知
ら
せ

函
館
公
共
職
業
安
定
所
職
員
の

北
檎
山
相
談
室

へ
の
派
遣
日
は
、

次
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
北
格
山
職
業
相
談
室
で

の
雇
用
保
険
受
給
手
続
き
に
つ
い

て
は
職
員
派
遣
日
に
職
員
が
取
扱

を
し
ま
す
が
、
職
員
の
派
遣
日
以

外
は
八
雲
出
張
所
で
手
続
を
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

。
日
時
V
2
月
日
日
同

午
前
9
時

1
午
後
5
時

V
3
月
5
日
例

午
後
l
時

1
午
後
5
時

V
3
月
6
日
同

午
前
9
時

1
正
午
ロ
時

。
連
絡
先

[北
給
山
職
業
相
談
室
]

同

U
0
1
3
7
8
1
4
1
5
7
2
4

[ハロ
l
ワ
l
ク
函
館
]• • 

2fJ1日lま
ヒ方領土の日」で雪

，匡

歯持

「北方領主の日」は、1855年2月7日に静岡県

伊豆半島の下回において調印された日露通好

条約により、日本とロシアの国境が択捉島とウ

ルップ島の閑に定められたことに由来し、昭和

56年(1981年)に制定 れました。この日を中心

とする 1月21日市少ぎ2月初日までの問、全道各

地でさまざ、まなjs還運動が展開されます。今年

1月には小泉首相がロシアを訪問、プーチン大

統領との首脳会談が実施され、 「早期解決のた

め交渉を加速する」とし、国民の関心も高まっ

ています。

北方領土の早期返還に向け、各種啓発事業へ

の参加や署名活動などにご協力ください。

生徒が作った生産品を販売
今金高等養護学校

今金高等養護学校では、実際に営業している庖舗の一

部を借り、 「働く」ことについての実体験する学習機会

として次のとおり販売実習を行います。

学校祭以降、新たに挑戦した生産品もありますので、

生徒との交流を兼ね販売場所に足をお運びください。

圃期 日/3月13日(木)
・販売時間/ 1 0 :00~ 1 '1 : 3 0

・販売場所/テーオーストア l階

・担当生徒/今金高等養護学校2学年の産業科、生活園

芸科、生活家庭科の生徒

園販売品目

科名 販売品

角うす皿、ゴプレット、ぐいのみ、丸 ハ
科 10 0円~皿、葉皿l 主

お花ドライフラワ一、観葉植物、EM
生活園芸科 1 0 0円

製品(目巴料)

紙すきはがき，l;fちぷくろ、レターセ
生活家庭科 ット、マクラカバー、工コ石鹸、ステ 50円~

ンシルふきん

価格(予定)

業産

8
0
1
3
8
2
6
0
7
3
5
 

[ハロ
l
ワ
ー
ク
八
雲
]

RU
0
1
3
7
6
2
2
5
0
9
 

登
記
相
談
所
の
開
設

登
記
相
談
所
を
次
の
と
お
り
開

設
し
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
相
談
さ
れ
た
内
容
は
、
決
し
て

ほ
か
に
も
れ
る
心
配
は
あ
り
ま
せ

ん
。
費
用
は
無
料
で
す
。

。
相
談
内
容

V
不
動
産
(
土
地
・建
物
)
の
売

買
・贈
与
・相
続

V
抵
当
権
の
設
定
・抹
消

V
会
社
・
法
人
の
登
記
な
ど
、
登

記
に
関
す
る
相
談

。
開
設
日
時
及
び
場
所

-
2
月
間
白
川
午
後
1
時
か
ら

午
後
3
時
ま
で

・
相
談
担
当
者
/

司
法
書
士
佐
々
木
長
芳

-
3
月
4
日
同
午
前
9
時
か
ら

正
午
ま
で

・
相
談
担
当

者

/
法
務
局
職
員

・3月刊
日
同
午
前
9
時
か
ら

正
午
ま
で

・
相
談
担
当
者
/

司
法
書
士
太
刀
川
徳
美

。
場
所
/
役
場
1
階
町
民
相
談
室

。
主
催
/
函
館
地
方
法
務
局

合

0
1
3
8
1
2
3
1
7
5
1
1

技
能
講
習
会
の
ご
案
内

-
再
教
育
受
講
者
の
募
集

建
設
業
労
働
災
害
防
止
協
会
江

差
分
会
で
は
、
有
資
絡
者
の
充
足

を
図
る
た
め
次
の
と
お
り
技
能
講

官
会
を
開
催
し
ま
す
。

こ
の
一向
教
育
講
習
は
、
技
能
講

習
(
又
は
再
教
育
講
習
)
終
了
後
、

概
ね
5
年
以
内
毎
に
こ
の
教
育
講

習
を
受
講
す
る
よ
う
義
務
づ
け
ら

れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
該
当
す
る

方
は
こ
の
機
会
に
も
れ
な
く
受
誹

す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
次
の

3
講
習
と
も
会
場

は
、
ホ
テ
ル
ニ
ュ

l
え
さ
し
(
江
差

町
字
新
地
町
)
で
、
定
員
は
各
1
0

0
名
、
講
習
の
申
込
み
期
限
は
2

月
刊
日
同
ま
で
(
定
員
に
な
り
し

だ
い
締
め
切
り
)
と
な
っ
て
い
ま

す。。
足
場
の
組
立
作
業
主
任
者
能
力

向
上
(
定
期
)
教
育
講
習

マ
日
時
/

2
月
初
日
同
午
前
9
時

1
午
後
5
時
、
受
講
料
/

8
、
0
0

0
円
。
車
綱
系
建
設
機
械
(
整
地
・運
搬

・
積
込
用
及
び
掘
削
用
)
運
転
業

務
従
事
者
安
全
衛
生
教
育
講
習

マ
日
時
/

2
月
幻
日
同
午
前
9
時

1
午
後
4
時
、
受
講
料
/

8
、
1
3

• • 
。
円
。
玉
掛
業
務
従
事
者
安
全
衛
生
教

育
講
習

マ
日
時
/

2
月
お
日
凶
午
前
9
時

1
午
後
3
時
、
受
講
料
/
8
、
0
0

0
円
※
お
問
い
合
わ
せ
申
込
み
は
、
同

分
会
(
除
山
建
設
協
会
内

包
0

1
3

9

5

2

I

B

-
-3
)
ま

で。

~ 

-
受
講
者
の
募
集

。
地
山
の
痴
削
・
土
止
め
支
保
工

作
業
主
任
者
技
能
講
習

マ
日
時
/

3
月
は
白
川川

1
川
日
凶

午
前
9
時
よ
り

マ
会
場
/
ホ
テ
ル
ニ
ュ

l
え
さ
し

(
江
差
町
字
新
地
町
)

マ
受
講
資
格
/
地
山
掘
削
・
土
止

め
支
保
工
の
実
務
経
験
が
3
年
以

上
の
方

マ
受
講
料
/
地
山
・土
止
合
併
講

習
1
6
、
5
9
0
円
/
地
山
又
は

土
止
単
独
講
習

1
1
、
0
6
0
円

(
テ
キ
ス
ト
代
・
消
費
税
込
み
)

マ
定
員
/
1
0
0
名

マ
申
込
み
期
限
/

3
月
5
日
同

※
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
め
切

り
ま
す
。
※
お
問
い
合
わ
せ
申
し
込
み

は
、
同
分
会
(
槍
山
建
設
協
会
内
8

0
1
3

9

5

2

1
8
1
3
)
 

ま
で
。

社会福祉協議会だより H15・1・10
※光の里学園、豊寿圏、社会福祉協議会への多額のご寄付、ご

厚意ありがとうございました。(敬称略)

《釧路市》 瀬棚町手をつなぐ親の会 神丘連合自治会

浜 西 信 義 フォ;，ケ・ホイスコーレ パチンコボンボン今金届

《豊富町》 《北槍山町》 佐々木 成 夫

北 自奇 洋 子 東ハイ ヤー 今金婦人会

《帯広市》 本 多 浩 中 キサ 恭 子

久 保 {圭 幸 北柏山小学校児童会 今金へルパー友の会

木 下 jjl 紀 細 JII 秀 「すずらん 」

《札幌市》 伊 l立野 昇 まるぴし旅館

下 !京 栄 子 《今金町》 ニコニコ食堂つぽ八

片 阿 洋 北部楢山医師会 中里老人クラブ

戸 [11 夫 会長 岩間 卦i 今金町国保病院

《函館市》 今金町職員組合 種川| 小学校

序 JII 浩 子 立正佼成会槍山支部 外崎鮮魚庖

《大野町》 法輪クラブ 川原ふとん応

北 品 武 雄 菱 田 正 {申 うまいベイ。こだわり工房

《長万部町》 多 田 守 伸 伊庭野 日目

萩 壁年 邦 良 佐々 木金物 大 東 干高 美

《八雲町》 今金町I品業協同組合 野 宮 信 春

右奇 本 優 佐藤モータ 商会 不~本c JII カ ヨ

藤 井 浩 子 JII 食 品 森 JII 高ヨ 雄

《上ノ園町》 ヰサ 瀬 腐 上 ヰナ 幸太郎

中 ヰサ 平日 朗 今金ツバメ石油 Aコープいまかね庖
《江差町》 君ちゃんラーメン 大 松 春 男

里子 自百 義 黒 沢 商 A Z 杉 内 秀 次

松 ヰサ 俊 A~ 回 中 靴 届 山 m 自耳t 吉
《乙部町》 藤 ヰサ G認に， 具 白 岩 五 郎
山 山台 俊 H召 スナック 措F 本 回 清 勝
橋 金四郎 佐藤ふとん盾 伊 k委 平日 子

《熊石町》 いしかわスポーツ 工 i'ii 陸

迷 藤 明 鈴 木 忠 上 i宰 安 夫

《大成町》 内ヶ島製作所
大 野 敏 己 mf { 白一 印 届IJ
《瀬棚町》 松 永 正 義
田 中 啓 治 大 倉 啓太郎

仕事をお探しのみなさまへ
平成15年 1月14日より
ハローワークインターネットサービス求人事業所

名を提供します。

(hl t D: I jll'ww. he 11 o¥¥'ork. go. jn/) 
これまで提供していた情報に加えて、求人事業所

名答の情報を提供します。

詳しくは、表面をご覧になるか、最寄りのハローワ

ークに直接お問い合わせください。

しごと十古報ネット (hllp://川 .'1¥'.job-net. jp/) 
《厚生労働省、都道府県労働局、ハローワーク》
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今

N 

h

岬
井
手

'均

A--
1
1

'

利

子

'

本

安

一

み

え

，

h

相

手
F

VA
俳
句
に
は
本
来
ふ
り
仮
名
は
不
要
で
す
が

4
慢
も
が
よ
み
や
す
く
M

と
の
主
告
に
よ
り
あ
え
て
付
記
し
て
い
ま
す
.

O
納
付
の
期
限
を
過
ぎ
ま
す
と
、
そ
の
期
限
の
翌
日
か
ら
納
付
さ
れ
た
日
ま
で
の
回
数
に
応
じ
て
、
延
滞
税

園
※
納
期
隈
内
に
納
付
で
き
な
い
事
情
の
あ
る
場
合
は
、お

が
課
せ
ら
れ
ま
す
。

園
早
め
に
税
務
署
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

O
納
付
の
期
限
を
過
ぎ
て
も
納
付
が
な
い
た
め
に
、
税
務
署
か
ら
督
促
状
が
送
付
さ
れ
た
場
合
、
財
産
の
差

園
八
雲
税
務
署
総
務
課
管
理
徴
収
担
当

し
押
さ
え
等
の
滞
納
処
分
を
受
け
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

園
官
0
1
3
7
6
1
3
1
2
1
4
8

~~ 

ネ

Jら
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不
審
電
話

に
要
注
意
H

最
近
、
児
童
・
生
徒
の
自
宅
に

保
護
者
又
は
業
者
等
を
名
乗
り
、

他
の
児
童
の
電
話
番
号
を
知
ろ
う

と
す
る
不
審
電
話
が
増
加
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
宅
配
便
を
名
乗
り
、

「現
金
着
払
い
で
商
品
が
届
い
て

い
る
が
、
申
し
込
ん
だ
か
ど
う
か

確
認
し
た
い
。
」
文、

「ド
リ
ー
ム

ソ
フ
ト
か
ら
商
品
が

2
0
0
個
ぐ

ら
い
届
い
て
い
る
の
で
、
他
の
家

の
電
話
番
号
も
教
え
て
ほ
し
い
。
」

な
ど
で
す
。
他
に
も
某
ラ
ジ
オ
局

の
名
を
か
た
り
、
番
組
で
子
ど
も

に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
た
い
の
で

何
人
か
の
友
達
の
電
話
を
教
え
て

ほ
し
い
と
い
っ
た
例
も
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
ほ
と
ん
ど
が
教
育
教
材
の

販
売
会
社
に
よ
る
も
の
で
、
安
易

に
返
答
す
る
と
申
し
こ
ん
だ
も
の

と
思
わ
れ
ま
す
。
手
口
は
こ
れ
以

外
に
も
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、

児
童
・
生
徒
の
い
る
家
庭
は
注
意

し
て
下
さ
い
。

2むちしのリエー乙3~教室
の開催lこついて

呈

問
い
合
わ
せ

ω一
舎
金
町
教
青
委
員
会

8
2
1
3
4
8
8
 

• 

者

そ
れ
と
と
も
に
、
不
審
者
の
出

没
情
報
も
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
と
ん
ど
が

「送
っ
て
あ
げ

よ
う
か
。
」
な
ど
と
声
を
か
け
る

と
い
っ
た
も
の
と
、
車
で
後
を
つ

け
る
と
い
っ
た
も
の
が
主
で
、
特

に
下
校
の
時
間
を
狙
っ
て
い
る
よ

う
で
す
。

槍
山
教
育
局
の
集
計
に
よ
る
と
、

平
成
川
年
4
月
か
ら
ロ
月
ま
で
の

問
、
恰
山
管
内
で
不
審
電
話
9
件、

不
審
者
6
件
の
事
例
が
あ
り
、
そ

の
内
今
金
町
内
で
は
不
審
電
話
1

件
、
不
審
者
2
件
の
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
情
報
は
随
時
、
教
育

委
員
会
よ
り
各
学
校
を
通
じ
て
、

児
童
・

生
徒
へ
の
注
意
を
う
な
が

し
て
い
ま
す
が
、
家
庭
で
も
十
分

子
ど
も
達
へ
周
知
し
、
新
た
な
情

報
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
学
校
又
は

教
育
委
員
会
ま
で
お
知
ら
せ
下
さ

し

• • 

昨
年
は
月
か
ら
、

今
金
町
ス
ポ
ー
ツ
指

導
員
会
が
主
催
で
、

毎
月
第
2
土
曜
日
に

子
供
達
を
対
象
に
し

た
ニ
ュ

l
ス
ポ
ー
ツ

教
室
を
実
施
し
て
お

り
ま
す
。

こ
の
教
室
は
、
子

供
達
の
余
暇
時
間
の

増
加
に
伴
い
、
ニ
ュ
ー

ス
ポ
l
ツ
を
通
し
て

冬
期
間
の
体
力
づ
く
り
や
仲
間
づ
く

り
を
図
る
と
共
に
、
総
合
体
育
館
を

よ
り
気
軽
に
利
用
し
て
い
た
だ
く
こ

と
を
目
的
に
実
施
し
て
お
り
参
加
者

は
、
小
学
1
年
生
か
ら

6
年
生
ま
で
、

判
人
程
度
が
楽
し
く
教
室
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。

初
回
の
教
室
は
ロ
月
川
目
、
ミ
ニ

テ
ニ
ス
教
室
を
行
い
ま
し
た
。
ミ
ニ

テ
ニ
ス
は
今
金
町
で
も
最
近
少
し
ず

h

つ
な
じ
み
が
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
で
何
度
綴
弊

一

か
広
報
で
も
取
り
上
げ
紹
介
を
し
た
、
減
税
心
マ
ブ
ト

〉

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の

一
つ
で
す
。
始
め
「
バ
一

刻

A
c

は
、
な
か
な
か
ボ
l
ル
が
ラ
ケ
ッ
ト

尽

(

一

.t也域の特色を生かした学習活動
新学習指導要領のもとでの今小の教育は、各教科

でしっかりと基礎的な力を身につける学習やさらに

2年間の教育実践を生かした低学年の「生活科」や

高学年の「総合的な学習の時間」の学習を進めてい

ます。

「農業の町 今金j をテーマとした 「米作り(稲

作)J、「日本一の今金男爵」など、栽培や飼育活動の

体験活動を通した、農業についての学習J福祉の町
今金j をテーマとして「今金高等養護学校や光の

里との交流」、そして、「総合福祉施設としべつの見

学Jなど様々な人々との交流・見学を通した学習。

利別川が育んだ豊かな自然の学習。数々の遺跡を持

つ今金111]の歴史の学習。

地域に住む皆さんの温かいご協力、ご支援を受け

ながら、子どもたちはJふるさと 今金」の自然 ・

文化を知り、また、地域に住む様々な人々の生活を

理解しながら、思いやる社会性をしっかり身につけ

てきています。

を受けます。

また、運動会では子ど

もたちが元気いっぱいに

繰り広げる競技をはじめ

PTAによる準備や後始末、

競技への参加など地域一

体となって楽しい一日を

過ごします。

介
夜
明
一
学
三

一
川
ー
の

紹

一知
山

校
一随一
U

一盆

U

学
一
今
い
し• Iいい顔

づくり
今金町の中心部に位置する今金小学校は、明治32

年開校以来、 103年の歴史を経て現在児童数288人の

明るく元気な子どもたちと、公務補等を含め21名の

職員がおり、全校一丸となってスローガン「いい顔、

いい声、いい心」の学校づくりを目指し、日々活動

しているところです。特に、今年度から始まった新

しい指導要領のもとでの教育活動では、基礎学力の

充実をはじめ、「朝

の読書」を取り入

れた日課表など、

務ち着いた雰囲気

の中にも活発な教

育活動を進めてい

ます。

• • 
-伝統の鼓隊パレードで始まる運動会
毎年6月第2週の日曜におこなわれる「今小大運

動会」は、前日の5・6年生による華麗な鼓隊の街

宣パレードで始まります。 4月から練習を重ねた6

年生女子によるフラッグE還の華麗な演技を先頭に、

5・6年生の太鼓 ・ベルリラ ・鍵盤ハーモニカの息

の合った演奏と114名の子どもたちが繰り広げる行

進は、 IIIJ中の人々を魅了し、たくさんの拍手と声援

世界は狭くな

りつつあります。

ここ12年間の

変化を振り返っ

てみました。

インターネッ

トが普及し、世界

中の人々と音声

や文字、ビデオや

写真を使ってコ

ミュニケーションを取ることが可

能になりました。ボタンを押すだ

けで、あらゆる情報を得ることが

できます。携帯を使えば、街を歩

きながらでも世界中の人々と会話

したり、メッセージや写真を送る

ことができます。ネットを使えば

たった一日で航空券を購入でき、

次の日には世界のどこへでも行く

ことができます。支払いはクレ

ジットカードで済んでしまいます

し、航空運賃は下がりつつありま

す。

新たなコミュニケーションは、

国境が無意味になってきているこ

とを示しています。今後12年間は
-. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .-
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今金町女性文化祭
13 : OO~町民センタ-

8白(:1::)十Li-v-e--:Jarn'-03 
13 : OO~町民センター

|レクリ工 シヨン教室
9 : OO~総合体育館

とけ援健ポにの対きる子は ケル目 ニと較イめはニ施 出れてに
思れし康|も 、策るよ供 、最|フは今ユか的する野ユさ 2しみい思
いばてでツ今子が力う達急近をを、後 lらにるボ球 lれ回たんまう
まないた ・後供ななにも速、実 32のス最簡こ|がスた 日よなしょ
すらかく遊 、らさど思忙に子施月月予ポ近単とルでポテのう徐たう
。いなまび子しれ学いし変供す 81定|注でがゲき lィ教で々がに
しの供さて校まい化達る日日とツ日、で!なツ|室しに、当
い機達をお教す日しを予ににしのさ手きムいでポはた楽時た
今会に取り育。々大取定フ室てーれ軽 、で子す I1 。し問ら
金を様りまでゆを人りで口内はってにル大で。ル月 さがず
っ提々戻すもと送と巻すアパ、できで|勢もこと 18 を経苦
子供なす。様りつ同く。 II第すてきルが、のい日 見つ戦
をしスた本々やて様環 ホク 3 。いるもプ楽種うに つにを
支、 め来な生いに境 ツゴ回 るこ比レし目 実 けっし

踊続占号宇ビ場トどのように変化していくので
zーで J 司 ?三 司E で町 しょうか?急速に変化している

:''to)IJU.m.Ol' :ヨE 一 、ーのは確かです。決してゆっくり
iNbL EEではありません。世界はさらに

国際化が進むでしょう。

国際化は、英語を以前までな

かった国際公用語として確立して

きました。世界における超大国ア

メリカの及ぼす影響が、英語をこ

のように確立させたのです。

私たちは、アメリカの外交政策

に好感を持っていない人やブッ

シュ大統領の方針に同意する人も

いますが、生活スタイルの多くの

面でアメリカの影響を受けていま

す。例えば、私はアメリカ映画・

アメリカ文学・アメリカのジャズ・

ブルース音楽が好きです。

もし日本人が英語能力を向上さ

せれば、日本人の個性と日本とい

う国はより優位になるはずです。

貿易においても、新しい概念を得

るためにも、 世界の一部となり得

るにも良いことです。

日本だけとは限らないですが、

もっと他の国について学ぶべきで

す。日本人が英語でコミュニケー

ションをとることができれば、他

の国の人々が日本文化や日本人の

概念を学びやすくなります。

町民バドミントン大会
9 : OO~総合体育館

2日(日)

@ 
l子育てホットラインは、です。(不在の時や夜間は留守番電話になります)

@ 



健訟を受けて明るい健康づくり
(保健福祉課健康づくり係国保係):んなの健康

排
池
は
ト
イ
レ
で
!

「
下
の
世
話
だ
け
は
受
け
た

一
言
葉
を
よ
く
聴
き
ま
す
が

植
を
人
に
委
ね
ざ
る
を
得

と
し
て
の
尊
敬
を
失
い
か

刻
な
問
題
と
言
え
ま
す
。

排
池
ケ
ア
は

1
日
5
回

1
ω

回
、
尿
意
や
便
意
を
催
し
た
時
に

行
わ
れ
な
く
て
は
な
ら
ず
、
大
き

な
介
護
負
担
の
原
因
と
な
り
が
ち

で
す
。脳
卒
中
で
片
麻
痩
や
股
関
節

・

膝
関
節
に
障
害
が
あ
る
た
め
に

「
便
器
か
ら
の
立
ち
上
が
り
が
大

変」
、
ト
イ
レ
ま
で
の
移
動
が
大

変
」
と
い
う
排
植
の
相
談
を
よ
く

受
け
ま
す
。
今
月
と
来
月
は
、
座

る
こ
と
が
で
き
る
方
の
自
立
を
助

け
、
介
護
負
担
が
軽
く
な
る
便
利

な
排
池
用
具
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

肯
便
器
か
ら
の
立
ち
よ
が
り
が
大

変
な
場
合

①
洋
風
便
座

和
式
便
器
の
場
合
は
、
和
式
便

器
に
か
ぶ
せ
て
洋
風
便
座
に
す
る

寒
い
日
が
続
く
と
、
家
の

中
に
閉
じ
こ
も
る
こ
と
が
多

く
な
り
が
ち
で
す
。
近
所
の

人
た
ち
と
交
流
す
る
機
会
が

少
な
く
な
る
と
、
地
区
等
で

の
集
ま
り
が
よ
り
一
層
楽
し

み
に
な
り
ま
す
よ
ね
。
そ
ん

な
時
、
健
康
相
談
や
調
理
論

習
会
等
も

一
緒
に
や
っ
て
み

ま
せ
ん
か
っ

健
康
づ
く
り
係
で
は
ご
希

望
に
合
わ
せ
、
保
健
師
・栄
養

士
が
訪
問
し
、
健
康
相
談
や

健
康
に
関
す
る
お
話
や
調
理

講
習
会
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
健
康
相
談
・
健

康
教
育

・
調
理
講
習
会
は
、

各
地
区
の
会
館
等
で
行
え
る

こ
と
が
特
徴
で
す
。

「
ち
ょ
っ
と
話
し
て
み

ょ
う
か
な
っ
・
』

ー
健
康
相
談
・
健
康
教
育

健
康
相
談
で
は
血
圧
測

定
、
尿
検
査
、
体
重
・
体
脂
肪

測
定
等
を
行
い
保
健
師
が
皆

さ
ん
の
健
康
に
関
す
る
ご
相

談
や
お
話
を
う
か
が
い
ま

す
。
普
段
、
血
圧
を
測
る
こ
と

が
少
な
い
方
等
も
、
気
軽
に

簡
単
に
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
受

け
ら
れ
ま
す
。
又
、
希
望
に

よ
っ
て
食
生
活
等
の
栄
養
面

と
の可F4」ま』い
深人排う

こ
と
が
で
き
ま
す
。
(
ド
ア
の

に
対
応
し
て
便
座
フ
タ
の
方
向
を

変
え
ら
れ
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
)

②
補
高
便
座

便
座
高
さ
は
ぬ
叩
位
が

一
般
的

で
す
が、

片
麻
療
や
股
関
節

・
膝

関
節
に
障
害
が
あ
る
方
、
筋
力
が

低
下
し
て
い
る
方
は
便
座
が
高
い

方
が
立
ち
上
が
り
ゃ
す
く
ゆ
回
程

度
高
く
で
き
る
便
座
で
す
。

間んの健康づくりをお手伝いします!
健康相談・調理講習会 一

に
つ
い
て
は
栄
養
士
も
訪
問

し
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

こ
の
他
、
皆
さ
ん
が
知
り

た
い
健
康
・栄
養
に
関
す
る

お
話
(
健
康
教
育
)
を
保
健

師
・栄
養
士
が
す
る
乙
と
が

で
き
ま
す
。

『ち
ょ
っ
と
ゆ
っ
て
み

ょ
う
か
な
?
』

j
調
理
講
習
会

• • 
③
手
す
り

便
器
か
ら
の
立
ち
上
が
り
の
た

め
に
は
、
縦
手
す
り
を
利
き
手
側

壁
面
に
便
器
の
先
端
よ
り
は
M

叩
i

m
叩
程
前
方
に
取
り
付
け
ま
す
。

取
り
付
け
高
さ
は
手
す
り
の
下
端

が
床
上

ω
回
、
手
す
り
長
さ
は

ω

叩
1
m
m
程
度
で
す
。

④
ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ
レ

夜
間
ト
イ
レ
ま
で
の
移
動
が
大

変
な
方
は
、
ベ
ッ
ト
の
横
に
置
い

た
り
す
る
と
、
夜
間
の
転
倒
の
防

止
や
介
護
者
の
負
担
の
軽
減
に
も

な
り
ま
す
。

最
近
で
は
家
具
調
タ
イ
プ
、
高

さ
調
節
で
き
る
タ
イ
プ
、
ウ
ォ

シ
ュ
レ
ッ
ト
・
便
座
ヒ
ー
タ
ー
機

能
も
備
え
付
け
ら
れ
て
い
る
タ
イ

プ
も
あ
り
ま
す
。

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
ご
本
人
や
ご
家
族
の
希
望
、

困
っ
て
い
る
こ
と
を
お
聞
き
し
な

が
ら
、
ご
本
人
や
ご
家
族
の
希
望
、

困
っ
て
い
る
こ
と
を
お
聞
き
し
な

が
ら
ご
本
人
の
身
体
機
能
や
介
護

者
の
身
体
機
能
、
体
力
巴
あ
つ
だ

用
具
を
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

今
金
町
住
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

包

2
1
2
7
8
0

皆
さ
ん
の
ご
希
望
に
合
わ

せ
、
調
理
講
習
会
も
行
っ
て

い
ま
す
。
身
近
な
材
料
を
使

い
リ
ク
エ
ス
ト
に
応
じ
た
レ

シ
ピ
を
栄
養
士
が
用
意
し
ま

す
。
調
理
講
習
会
で
は
調
理

経
験
の
有
無
に
こ
だ
わ
ら
ず

誰
で
も
参
加
で
さ
る
こ
と
・

皆
で
作
る
こ
と
を
大
切
に
し

て
い
ま
す
。
勿
論
女
性
だ
け

で
は
な
く
、
男
性
の
参
加
も

大
歓
迎
で
す
。
又
、
レ
シ
ピ
に

沿
っ
た
栄
養
教
育
を
行
い
、

栄
養
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す

く
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

保健福祉課健康づくり係

「
少
し
で
考
関
山
が
あ

れ
ば
・
・
・
』

日
時
や
希
望
内
容
等
を
ご

相
談
下
さ
い
。
可
能
な
限
り

ご
希
望
に
添
っ
た
形
で
、
健

康
相
談
・
健
康
教
育
・調
理
講

習
会
等
を
実
施
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

ま
ず
は
と
し
べ
つ
健
康
づ

く
り
係
ま
で
気
軽
に
ご
連
絡

下
さ
い
。

(
健
康
づ
く
り
係

8
2
1
2
7
8
0
)
 

』す之す〈京宝ヤ占i敬重 t読書置苦言語在苔:守
.対象仁>生後4ヶ月-11ヶ月の赤ちゃん
.月日1>3月6日開
.内容1>①講話(i調理実習③試食・交流会
*対象者には個別通知いたします。

」

@ 

弓藍臣謹雇Z
.対象仁〉全住民
.月日1>2月17日例).3月3日
明1

.時閉じ>9 :30-11 :30 

.場所じ>総合福祉施設内保健
センター

.内容1>健康相談・血圧測定・
尿検査

:帝布県議『福祉有吉事

;対向住民月日1>2月13日附
時閉じ>13:00-15:00
場所仁〉八雲保健所今金支所
.申込・間合先1>
八雲保健所今金支所
13'2 -0251 
*予約は前日までにお願いい
たします。

'i': Jlo 

寝癖幼児問=は3月
に日程表にてご案内しています。
中学生対象者には個別通知しま
す。
@岩間医院担当日b
2月12自体)-14日倒
13:30-16:00 場所岩間医院
.富田医院担当日b
2月12日(梢-14日倒
13:30-16:20 場所富田医院
@国保病院担当日b
2月12日(村・17日(11)
14:30-15:00 場所国保病院

.持ち物1>母子健康手帳・予診
票。予診票は病院に備え付けてあ
ります。
[お問い合わせ・お申し込みは]
健康づくり係 13' 2 -2780 

種搭

• • 
114年II月生まれの子

.月日1>3月3日(円)

.時間じ>(受付)13: 15-13:30 

顎磨署1月-2月生まれの子
.月日1>3月3日1ft)
.時間じ>(受付)14:30-1'1:45 

甥耕需16月-7月生まれの子
.月日1>2月24日(月)
.時閉じ>(受付)14:30-14:45 

.苅豪1>1113平子月-8月生まれの子
・月日1>3月5日(村
.時間1>(受付)14:30-14:45 

回琵盛璽~
.対象1>1111年12月-1112年1月生ま
れの子
.月日1>2月26日(村
.時間1>(受付)14:30-14:45
【各相談・健診共通】
・場所じ〉総合福祉施設内保健セン
ター
・持ち物じ〉母子手帳・タオルなど

g遁彊彊':iMi!fi重量2

地区健康相談 無医地区巡回診療

【美革IJ;可地区】 【眼科】
.対象じ〉美利河地区住民 @対象仁〉全住民
.日時じ>2月10日1m・3月10日(11) .月日1>3月12日附
14:00-16:00 .時閉じ>9 :00-11 :30 

.場所じ〉美利河生活館
【リウマチ科】
.対象仁〉八雲総合病院リウマチ科に通

院されている方

.. 【種対日川象時地じt〉>区種21川地区休住)民 @月日1>2月17日(月).3月17日(月)
月19日・3月19日同 .時閉じ>10:00-
13:30-15:30 

@場所1>種川温泉まを集会ズ室ン 【耳鼻科】* 14:30-14:45 で ドまコす体。操・
ストレッチ体操行ってい φ対象仁〉全住民

.月日1>2月25日(刈

.時間1>14:00-15:00

.φ【あ対日っ象n寺たC仁〉〉か全123ら住月ん30民25~ど日11b5kBj3・03月1I日ω 【各診療科共通】
@場所仁〉総合福制施設内保健センター

.場所1>あったからんス。ど
.内容じ〉八雲総合病院医師診察(有料)

* 14:30-14:45まで ンドコす体。操・ 診察を受ける1::1ま71
ストレッチ体操を行っていま

自謹害託蔵警野上馨方E許人 認りますの園内容(各地区共通)
1>健康相談・血圧測定・尿検査

で 証 必老 と療なります。

。給お 以も必要の はなります医の受で

なく。13'2 -2780 

@ 



:領長沿w拘シ :
・@晶晶晶晶晶晶 4伊東純哉ちゃん

ij 
・砂山本 貫太ちゃん
一 (干成 13引用18日生まれ ~ .lI圃...f""¥t : 

: fたこj E: 
| 閣'F3・凶T:
| 己哩 日~ "'13 :
I r 、~r..LIT: 
|‘姐国威ム".13: 

休 日 当 番医
2月9日楢 崎 医院(瀬棚)官7-3021 
日日道南ロイヤル病院(北袷山)'5'4-5011 
16日岩間医院(今金)包2-0057 
2 3日北村~山町国保病院(北檎山) '5'4-5011 

( 3月分については予定です)

3月2日今金町 国保病院(今金)'5'2-0221 
9日道南ロイヤル病院(北槍山)包4-5011 
16日楢 崎 医院(j頼棚D曾 7-3021 
21日北槍山町国保病院(北檎山)包4-5011 

※当番医が急きょ変更となる場合がありますので、

ご了承ください。 而正
午前10時から正午まで "，，""日 :~

午後 1時から3時まで れ'"母出1if

運転免許証

更新時講習のご案内

き動lの民住

園優良講習(30分講習)

| 今金町民センタ
2月20日(午後 1時)

-北槍山町農村環境改善セニィタ-

3月6日(午後 1時)

・ 般講習(1時間)

-北檎山町農村環境改善センタ

3月6日(午後2時)

・違反・初回講習(2時間)

-北槍山町農村環境改善センタ

2月13日、3月13日(午後1時)
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今金町の交通事故発生状況

12月末計
1 6件

1 名 辺を~~
2 5名 v ・ v 唱 4

| 12月発生
発生件数 1件
死者数 0名
傷者数 1名

μπ

治
山
町
非
ゆ
ヨ

義
製
拙
諦
柵問
中

代

凶

菊

容も 可及lhじめおめでとう
岩橋 龍佑ちゃん l月17日 (保護者

齢 いつまでもあ幸せ|之
1/11 川上 祐ーさん(中豊田).菅井真奈美さん(八雲町)

史雄)大和町※ss運動(スピ ドダウン・シートベルト着用)
で交通事故を未然に防ごう 1

交通事故死ゼ口回数 156日
ι 

警伊ぉ4やみ宅 5 しあ げ ます
斉藤 圭さん 12月19日 81歳(中トマンケシ)

水 野 ハ ナさん 12月初日 88歳(鈴 金)

伊藤光 徳丸 1月12日 80歳 (金原中央)
宮 谷 吉治さん 1月21日 89歳(寒 昇)

1月23日受付分まで

立且玄盟主E
前月封比

(ム2) 
(ム 1) 
(ム 1) 
(ム4)

平成14年

今金町の交通事故状況

.発生16件(-3)/死者 1人(+ 1 )/傷

者25人(+3)/物件事故150件(-26) 

じ デイ到卜(昼間点灯)運動を
実施しましょう

デイ・ライト運動とは、昼間ライトを占灯するこ

とにより、自らの交通安全意識を高めるほか、ライ

ト占灯車両の存在、位置等を相手に認識してもい事 /¥ 掃胃、

故防止を図ろうとする運動です。町民のみなさんI itIIi画薗曜‘
も、ぜひご協力ください。 し/可ー- 1:1-

。
OCご舟

【事故状況の内容では1
0交差点での一時不停止に起因する事故
~左右の安全不確認

。前方不注意による事故が多い

。ハンドル、 ブレーキ操作の誤りによる事

故が多い

※人身、物損交通事故が一昨年より減少。

町民が交通事故防止運動に取り組んだ結果

ではないでしょうか。
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品目

~ 
@ 直彊 環境に優しい再生紙と大豆

インクを使用しています。

ホームページアドレス http://www.hakodate.or.jp/imakane/

Eメールアドレス imakane@hakodate.or.jp


